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③「試験」

　各科目の規定回数のリポートすべてに合格すると、試験を受験することができま
す。試験に合格し、最低出席時数の出席が認められれば、その科目の単位の修得が
認定されます。試験は前期・後期それぞれ1回ずつです。

3．「面接日」（スクーリング）の１日の流れについて

実施校日課表 実施校・協力校ともに授業は45分間です。※協力校は別途定めています。

2．「鳴滝高等学校通信制」での学び方について

①「リポート」（報告課題）

　科目ごとに規定回数のリポートを提出し（郵便または持参）、添削を受けます。
リポートは定められた合格締切日までに合格しなければなりません。不合格だった
場合は、締切日までに合格するまで再提出し、合格を目指します。

②「面接指導」（スクーリング）

　日曜日または月曜日（日曜日の登校が困難な場合）に出校し、授業を受けます。
月に3回程度の出校日があります。前期・後期ごとに時間割がつくられますので、
自分が受講している科目を計画的に受講します（科目ごとに「最低出席時数」が定
められています）。
　また、卒業するためには、規定日数以上の出校と規定回数以上の特別活動の出席
も必要ですので、計画的に出席・参加しましょう。

1．「鳴滝高等学校通信制」について

①「通信制」です

　高等学校の課程には、「全日制」「定時制」「通信制」があります。このうち本
課程は「通信制」になります。
　学習意欲は高いけれど、仕事や家庭の都合などで毎日の通学が困難な人が、高等
学校の卒業資格の取得を目指すのに適しています。

②「単位制」です

　いわゆる「学年制」ではないので、進級・原級留置はありません。次の条件を満
たせば卒業できます。
　・74単位以上修得　※1　　・特別活動への参加　　・3年間以上在籍　※2

　
  　　　　　　      ※1「必履修科目」があり、そのすべてを履修しなければいけません。

　    　　　        ※2　転編入生については、別途定めます。



(株)杉谷本舗・(株)大藏・(株)にしけい・(株)北九州ダイハツ販売・(株)長崎段ボー
ル・(株)Factory・(株)ミヤザキ・(株)あなぶきメディカルケア・(株)丸髙商事
(株)三菱重工パワー検査・(株)グラバーヒル　など

在学中に定職・アルバイトに就業していて、卒業後も継続する生徒も多いです。

長崎大学・長崎純心大学・鎮西学院大学・長崎国際大学・長崎外国語大学
長崎総合科学大学・東海大学・山梨学院大学・立命館大学
長崎女子短期大学・長崎短期大学　　など

専門学校・各種学校　など（２２名）

長崎市医師会看護専門学校・長崎歯科衛生士専門学校・長崎医学技術専門学校・長崎
医療こども専門学校・長崎県美容専門学校・いさはやコンピュータカレッジ・専門学
校メトロITビジネスカレッジ・長崎高等技術専門学校・福岡こども専門学校・福岡ビ
ジョナリーアーツ専門学校　長崎県立農業大学校　など

就職 ２０名

7．進路実現の状況について

卒業生は、次のような多様な進路に進んでいます。

令和6年度卒業生（122名）のおもな進路先

進学
４年制大学・短大 　（１６名）

リポート郵送料 100ｇまで15円（令和7年度現在）

6．通信制で行っている特別活動（学校行事・外部講師講話等）について

防災避難訓練・歓迎バスハイク・生徒総会・ソーシャルスキル学習・定通体育大会

平和学習・鳴通スポーツフェスタ・学校清掃活動・薬物乱用防止教室・鳴通祭　など

教科書・学習書 約22,000円
定職・アルバイトに従事している人など、一定の
条件を満たした人には還付される制度があります
（令和7年度現在）。

体育館シューズ 約3,000円 必ず購入すること。

諸納金 約8,000円
入学手続き時に納入すること（次年度以降は年度
当初に納入）。

受講料 登録単位数×100円
年額の上限は3,100円です。就学支援金等を申請
し、認定された場合は不要。

４．「協力校」について

次の地域に住んでいる人は、協力校で学習することができます.
□島原市・南島原市・雲仙市・・・・島原高等学校
□五島市・南松浦郡・・・・・・・・五島高等学校
□壱岐市・・・・・・・・・・・・・壱岐高等学校
□対馬市・・・・・・・・・・・・・対馬高等学校

※協力校では、開講しない選択科目があります.
※年間数回のインターネットを使って、鳴滝高校とつなぐ遠隔授業も行っていま
す。

5．通信制で学習するうえでかかる経費について



　学校には多くの生徒が登校し、一生懸命に学習をして、卒業を目指しています。そ
れぞれの目標に向かって努力する生徒が多く集まっている集団ですから、利己的な考
えで他者に迷惑をかける行為や学習環境を乱す行為は厳に慎まなければいけません。
学校はルールとマナーが守られるよう重点的に指導しています。

① 学習に対する強い意欲

　自学自習が中心です。自分自身をうまくコントロールして学習を進めなければなり
ません。リポートを合格しなければいけない期限や、授業に出席しなければいけない
最低時数が定められています。スケジュールや体調の管理が求められるのは、通信制
での学習の厳しさですが、自立のために必要な資質を身につけるには最適な課程でも
あります。

② ルールやマナーを守る態度

③　出校日数充足（在籍すべき年数×15日以上）

④　特別活動時数充足（在籍すべき年数×10時間以上）

⑤　本校で3科目以上履修

卒　　業
「高等学校普通科の課程を修了」となる。

9．通信制で学ぶにあたって

・面接指導に出席する。
・リポートを提出し合格する。
・試験を受験し合格する。

LHRや学校行事に出席する。

卒業条件の充足

①　高等学校における修業期間が3年以上

②　74単位以上修得（必履修科目をすべて履修）

入学

教科書・学習書・補助教材等購入　　リポート受領

活　動　開　始

学　習　活　動 特　別　活　動

8．入学から卒業までの流れについて

入学志願　・　合格

受講登録　および　諸納金の納入


